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Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞
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学校教育内容充実事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 指導課

会計 小事大事
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目項

10 01 04 02 02

対象

児童生徒の表彰、音楽発表会実施、教育広報や教育要覧の作成、教育刊行物の購入、キャリ
ア教育の推進、学校の研究と修養の支援などを通して教員の意識・指導技術を高め、教育の
質的向上を図る。

児童生徒の良さを引き出し、伸ばすために必要な事業を実施している。
教員の資質向上や研究と修養のために広く情報を収集したり、研究指定校を中心に学び合っ
たりしている。
流山市の教育の動向・特色を地域に広く発信している。

より充実した教育活動に資するため

主管課長佐藤　智子個性を生かす教育環境の基盤充実

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内小中学校全児童生徒 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

「教育ながれやま」の発
行部数

51,000 51,000 45,000 部 →→

62 60

平成2６年度

4,513,478 4,507,168

人 →→52

→→1,455 1,380

4,799,900

4,513,478 4,507,168 4,799,900

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

4,513,478 4,507,168 4,799,900

・市長表彰、科学作品展表彰など、児
童生徒の努力や成果を讃えることは、
児童生徒の大きな励みとなっている。
市長表彰については、千葉県大会、全
国大会上位入賞者が多く出ている。
・教育ながれやま等で流山市の教育に
ついて情報発信することは大きな意義
のあることであり、その教育内容につ
いて他市教育委員会より問い合わせも
かかっている。
・児童生徒のキャリア教育のための職
場訪問、体験学習における事業所への
依頼、賠償保険加入等、この事業が果
たす役割は大きい。

平成2５年度 平成2７年度

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

情報発信することで、各所から問合せがあり、さらな
る充実へとつながっている。ポスター等を掲示するこ
とで、取組を広く知らせることができている。

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡　　　充　（事業を拡大して継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

市長表彰に該当する児童生徒、団体が
多くなってきている。表彰者の基準を
考慮しなければならない。

④今後の
改善計画

児童生徒のよさを引き出し伸ばすため
に表彰や体験活動など必要な事業を進
めていく。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

教育広報誌や教育要覧の記載内容の充
実を図り、流山市の教育の情報発信に
努める。

児童生徒の表彰、音楽発表会の実施、
教育広報・教育要覧の作成・配布等、
教育の充実を図った。


